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本研究では人間の記憶機構を模倣し、対話中に得られた重要な情報を記憶することで、関連する話題に対

して自然な応答を生成する新たな対話システムを提案する。具体的には、ユーザの発話から重要な単語を抽

出し、その単語を基にBERTを用いて類似度を計算することで、過去の対話履歴を活用した応答生成を行う。 
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１． はじめに 

近年スマートスピーカーの普及が進み、対話シ

ステムとユーザとの雑談が行われるようになりつ

つある。対話システムの社会利用が今後さらに進

んでいく中で、複数日にまたがる継続的な対話の

重要性が高まると考えられる。そこで本研究では

過去の対話から得られた重要な情報を記憶し、そ

れを踏まえた適切な発話ができる対話システムを

提案する。 

 

２． 既存研究と提案システムの課題 

過去の履歴を考慮した対話システムの既存研究

には、直前までの対話セッションに加え直前の会

話と関連度の高い過去の対話セッション履歴の情

報を付与して応答生成する高崎らの研究[1]や、複

数日にまたがる利用においてユーザ情報を使用す

る角森らの研究[2]がある。それぞれの課題として、

生成応答の単語の多様性は予想よりも低くなる点、

ルールやテンプレートでの発話生成では長期的な

評価においてユーザが飽きてしまうという懸念点

があげられていた。 

渡邉ら[3]は、外部知識が持つ情報量を考慮した

話題および知識選択のモデルを構築し、大規模言

語モデル（GPT-4）のプロンプトとして活用する対

話システムを開発した。結果として、情報量を考慮

した話題選択が有益な知識の抽出に有効であり、

対話の継続性やエンゲージメント向上といった側

面でも有効であるという結果となった。しかし、ユ

ーザが求める記事及び情報が知識源に無いことが

あるといった課題が挙げられた。 

そこで筆者は、対話の中から重要な単語を記憶

メモに履歴として記録し、数日後に似たような話

題が出た際にその内容を交えて応答するシステム

を開発した[4]。記録した単語は、人間の記憶機構

を参考にして適切に削除するアルゴリズムを実装

した。単語の類似度を計算する方法として

Word2Vec を用い、応答文生成には ChatGPT を用い

た。対話のしやすさについて主観評価を行ったと

ころ、記憶メモから抽出した単語を応答生成に用

いる対話システムの方が話しやすくなることが示

された。しかし、抽出された単語が対話の文脈に合

わず、類似性判断の精度向上が必要だと考えられ

るケースが見受けられた。また、ChatGPT による返

答が長くなり、システムの応答文が不自然になる

という課題も浮かび上がった。 

 

３．新たな対話システムの提案 

今回作成する対話システムでは、2 章で示した課

題を踏まえ、システムの応答を自然にするために、

対話や対話内の類似度の測定に Word2Vecではなく
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BERT[5]を用いる。BERT は文脈に基づいた埋め込み

を生成し、双方向で文全体の意味を正確に理解で

きるため、対話の類似性判断において Word2Vec よ

り優れている。また、応答の生成には ChatGPT で

はなく、日本語に特化したモデルである rinna[6]

を使用する。さらに、人間の記憶機構に似せるた

め、長期記憶や短期記憶、展望記憶などを区別し、

情報の内容に応じた適切な保存期間の後に情報を

削除する、新たな記憶アルゴリズムを導入する。図

1 に提案する対話システムの処理の流れを示す。 

  

 

ユーザ発話中の重要な単語を選択するために、

まず入力されたユーザ発話を形態素解析器によっ

て単語に分割する。次に、単語ごとに重要度を計算

する。重要度の計算には、品詞、係り受け関係、単

語の頻度などを用いる。単語に重要度を付与した

後、重要度の高い順に、会話を行った時刻、単語情

報、ID 番号とともに記憶メモに記録する。記録し

た単語は、BERT を用いて対話内容との類似度を計

算し、類似度が最も高い単語をシステムの応答生

成に用いる。記憶メモは一日ごとに変更して保存

する。また、記憶メモの単語は、新たな記憶アルゴ

リズムを用いて重要度の低い順から削除する。 

  

4．おわりに 

 本研究では、人間の記憶機構に類似した方法で

会話の中から重要な情報を記憶し、以降の会話で

関連した話題の際に、記憶を基にシステムの応答

を生成する手法を提案した。今後は提案した新た

な記憶アルゴリズムを実装し、1 週間以上の期間

を掛けて長期的な評価を行う予定である。 
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図 1 対話システムの流れ 
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